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1  はじめに

当診療所では、平成27年6月にクラウド型DR／FPDシ
ステムを導入した。

クラウドは、サーバー等の初期導入費用や維持管理業
務を軽減できる利点があり、診療所等の小規模施設に適
していると思われるので導入・運用状況について報告する。



2  DR／FPDの導入

コニカミノルタ Unitea α

・ワークステーションPC  ： ディスクトップ型 1台

・クライアントPC            ： ディスクトップ型 3台

ノート型 1台

・F     P     D                 ： Aeroｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 半切1枚

・接続モダリティー ： 一般撮影装置

透視撮影装置

CT撮影装置

・保守、保障、データアーカイブ ：

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀDR＋PACSお任せﾌﾟﾗﾝ













3 クラウド

DR＋PACSお任せプラン

・保守

・保障

・データアーカイブ → クラウド

・各種サポート

ウイルス対策

アップデート

オンラインサポート

施設間画像連携サービス 等





・データアーカイブ容量：400BG

（一般10MB／半切、CT0.5MB／スライス）

・インターネット ： 光回線 が必須要件

・画像読込み ： 1～2秒

・画像消去 ： 随時可能



4 インターネット環境

・NTT  B フレッツ ： 3セッション

「クラウド」

「診療報酬請求」 制約

「インターネット」





5  電源環境

・東北電力の送電基準電圧

101V ± 5％ →    96～106V





6 まとめ

・DR／FPDの導入により低コスト体質となった。

（フイルム＋スクリーンとの比較）

・クラウドにより導入費や維持管理業務を軽減できた。

・画像の読込みは満足できる範囲である。

・サーバとの比較については論議をゆずる。


